
Copyrightc 2018 KOZO KEIKAKU ENGINEERING Inc. All Rights Reserved

㈱構造計画研究所

1



Copyrightc 2018 KOZO KEIKAKU ENGINEERING Inc. All Rights Reserved

内容

RESPのミッション

RESPと杭基礎構造

基礎指針改訂と応答変位法

RESP-D杭応答変位法オプションの特長

研究的な解析事例（上部構造・杭一体解析）
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RESPのミッション
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RESPのミッション
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構造計算ソフトウェアによって、構造解析・
構造設計業務をよりスマートにすること。

既存のツールでは解決できない課題、実施が困難な
検討に対して解決策を示す。

超高層・免震・制振構造など評定業務に特化。
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時刻歴応答解析向け統合構造計算プログラム
RESP-D
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RESPと杭基礎構造
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RESPと杭基礎構造
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RESPはこれまで上部構造を主な対象として開発を継続してきた。

応答変位法を含む杭の設計に対する技術的な要求が高くなり、
十分な対応ができるツールが求められてきた。

RESPは評定案件を中心に使用されているため、杭の応答変位法
がRESPのデータからスムーズに行えるとユーザーにとって有益。

RESP-D 杭応答変位法オプションを開発
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RESP-D 杭応答変位法オプション

8



Copyrightc 2018 KOZO KEIKAKU ENGINEERING Inc. All Rights Reserved

基礎指針の改訂と応答変位法
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基礎指針改訂と応答変位法

レベル1でも応答変位法が原則

レベル2は群杭フレームモデル（基礎梁も含めて
モデル化）が原則
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RESP-D杭応答変位法オプションの
特長
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解析モデルの選択

分配された慣性力

地盤変位

剛床

全慣性力

地盤変位

① 単杭モデル ② 単杭剛床モデル

12

③ 群杭フレームモデル（開発中）
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単杭剛床モデルによる応力再配分

Y3 1.05 1.03 0.98 1.02 1.02 1.03 1.04

Y2 1.02 1.00

Y1 0.86 0.87 1.00 1.05 1.02 0.98 1.02

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

杭頭降伏

杭頭負担せん断力
単杭剛床モデル / 単杭モデル
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各杭ごとの結果確認
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計算書出力（Word）
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研究的な解析事例
（上部構造・杭一体解析）
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上部構造・杭一体解析

分離モデルより現実に近いはずだが、杭の応力が
上部構造にも戻るため設計が大変

計算負荷が大きい

実際の設計で直接用いられなくても、確認用とし
て今後使われてくる可能性もある？
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上部構造・杭一体解析

RESP-Dにできること

上部構造・杭一体モデルによる静的荷重漸増解析
（慣性力、地盤変位同時加力）

上部構造・杭・せん断土柱一体モデルの立体振動解析
モデルデータエクスポート（RESP-F3Tで実行可能）
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上部構造・杭一体解析（静的）

地盤ばね（基礎指針）

慣性力

地盤変位

 慣性力、地盤変位同時加力
 上部構造・杭非線形、地盤ばね非線形
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上部構造・杭一体解析（静的）
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上部構造・杭一体解析（動的）

せん断土柱

地盤ばね（基礎指針）

ダッシュポット（Gazetas）

 杭近傍地盤の影響は無視
 上部構造・杭非線形、せん断土柱・
地盤ばね非線形

粘性境界
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上部構造・杭一体解析
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ご清聴ありがとうございました。
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